
第３回  栗原市総合計画審議会 

 

日時：令和７年１１月２６日（水） 

   午後１時３０分から 

場所：栗原市役所２階 205・206 会議室 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 報告事項 

⑴第３次栗原市総合計画策定に関するアンケート調査結果について 

   ・市民アンケート調査         （資料 1-1） 

   ・結婚・出産・子育てに関する意識調査  （資料 1-2） 

   ・若者意識調査            （資料 1-3） 

⑵第３次栗原市総合計画策定に係る事業報告について 

    ・まちづくり若者ワークショップ    （資料 2） 

 

４ その他 

   今後のスケジュールについて 

 

５ 閉 会 
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（１）目的 
令和９年度から令和 1８年度までの１０年間を計画期間としている「第 3 次栗原市総合計画」の策定に

あたり、市民アンケートを実施し、これまでの市の取り組みを評価していただき、その結果を計画に反映
するために実施したもの。 

 

（２）調査対象 
栗原市在住の１８歳以上の市民から 2,500 人を無作為抽出 

 

（３）調査方法 

郵送による配布・回収、及びインターネットによる回答の併用 

 

（４）実施時期 
配布 令和７年９月 12 日 
回収 令和 7 年９月 30 日 

 

（５）回収件数及び回収率 
回収件数 948 件（うち紙面による回収件数 691 件、web による回収件数 257 件） 
回収率 37.9％ 

 

（６）調査結果 

グラフの構成比の端数処理については四捨五入の関係から合計が 100.0％にならない場合がある。 

①回答者の属性（性別・年齢・家族構成・職業・居住地・居住年数・出⾝地） Ｐ２ 

②定住意向                               Ｐ４ 

③総合計画の周知度                           Ｐ６ 

④全年代満⾜度優先度散布図                       Ｐ７ 

⑤将来像別満⾜度・優先度（分析）                    Ｐ９ 

⑥将来像別年代別満⾜度・優先度（分析）                 Ｐ１１ 

⑦基本方針別満⾜度・優先度（分析）                   Ｐ２１ 
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①回答者の属性（性別・年齢・家族構成・職業・居住地・居住年数・出⾝地） 
◆性別  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆家族構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.7% 53.5%

1.2% 0.3%
1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 回答しない その他 無回答

43.7% 53.5%

1.2% 0.3%
1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 回答しない その他 無回答

0.9%
2.7%

5.5%6.4% 7.1% 6.9% 8.4% 9.4% 7.9% 8.9% 11.7% 11.8% 8.4%

2.2%
0.5%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

6.8% 6.6% 39.7% 9.6% 13.6%

1.5%

17.5% 3.1%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林漁業 自営業（商工・サービス） 会社員・公務員・団体職員

主婦（夫） パート・アルバイト 学生

無職 その他 無回答

7.1% 19.1% 46.6% 20.0% 5.7%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単⾝世帯（本人だけの世帯） 1世代世帯（夫婦だけの世帯）

2世代世帯（親と子供の世帯） 3世代世帯（祖父母と親と子供の世帯）

その他 無回答
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◆居住地 

 

 

 

 

 

 

 

◆居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

◆出⾝地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.4% 17.0% 16.1% 5.6% 9.7% 5.2%

3.2%

9.5% 10.4%

1.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

築館 若柳 栗駒 高清水 一迫 瀬峰 鶯沢 金成 志波姫 花山 無回答

0.2%

1.4% 1.5%

3.2%

7.1% 85.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20年以上 無回答

77.2% 11.6% 8.9%

0.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栗原市内 栗原市外（宮城県内） 栗原市外（宮城県外） その他 無回答
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②定住意向 

  ◆これからも栗原市に住み続けたいか 

 

 

 

 

 

 

   

◆住み続けたい理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.5

7.9

1.9

0.1

9.3

9.9

3.4

0.9

8.3

0.6

0.0

6.0

0.4

49.4

71.6

9.2

11.5

8.2

3.9

3.9

4.1

0.6

2.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自然環境が良い

市外への交通の利便性が良い

市内の道路・公共交通の利便性が良い

情報通信網が整っている

災害に関して安全

治安に関して安心

保健・医療環境が整っている

福祉環境が整っている

子育て・教育環境が整っている

文化・スポーツ環境が整っている

レジャー・娯楽が充実している

日常の買い物が便利

公共施設が充実している

長年住んでいて、愛着がある

持ち家がある

親と一緒に住める

親戚が近くにいる

近隣の人間関係が良好である

人情味や地域に連帯感がある

働く場がある・整っている

家業を継げる

行政サービスが充実している

その他

無回答

72.4% 7.1% 17.9% 2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み続けたい 市外に転出したい 分からない 無回答
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◆栗原市外に転出したい理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

32.8

34.3

3.0

7.5

4.5

26.9

7.5

16.4

10.4

35.8

43.3

10.4

4.5

3.0

7.5

3.0

3.0

6.0

31.3

1.5

9.0

6.0

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自然環境が悪い

市外への交通の利便性が悪い

市内の道路・公共交通の利便性が悪い

情報通信網に不安を感じる

災害に関して不安を感じる

治安に関して不安を感じる

保健・医療環境に不安を感じる

福祉環境に不安を感じる

子育て・教育環境に不安を感じる

文化・スポーツ環境に不安を感じる

レジャー・娯楽が不足している

日常の買い物が不便

公共施設が不十分

一時的な居住地であり、愛着がない

持ち家がない

親元から離れたい

親戚が近くにいない

近隣の人間関係がうまくいっていない

人情味や地域の連帯感に不安を感じる

働く場がない・整っていない

家業を継ぎたくない

サービスが不足している

その他

無回答
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③総合計画の周知度 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0% 28.6% 62.9% 5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

計画の内容を知っている 計画があることは知っている 知らない 無回答

全体 

3.8

4.9

3.0

1.5

6.3

3.4

6.0

2.7

1.8

2.5

15.4

13.5

23.0

29.9

16.9

21.3

30.3

33.3

33.3

28.8

37.5

40.0

47.6

40.0

100.0

80.8

80.8

72.1

64.2

76.9

67.5

62.9

62.7

53.6

64.0

54.5

52.5

42.9

40.0

3.8

1.9

3.0

4.6

5.0

3.4

4.0

7.1

4.5

6.3

5.0

9.5

20.0

100.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

無回答

計画の内容を知っている 計画があることは知っている 知らない 無回答
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④全年代満⾜度優先度散布図 
 

第２次栗原市総合計画の施策毎の満⾜度・優先度について、相関性を把握するため散布図を作成した。 
回答選択肢 1（満⾜、高い）から回答選択肢 4（不満、低い）まで、それぞれ 1 点から 4 点を与え、

加重平均を算出した。 
なお、回答選択肢 5「わからない」及び「無回答」のサンプルは集計対象から除外している。 

               

満足度点数＝ 
［｢満足｣(票数)×4 点＋｢やや満足｣(票数)×3 点＋｢やや不満｣(票数)×2 点＋｢不満｣(票数)×1 点］   

回答総数（「わからない」｢無回答等｣を除く）    

                

優先度点数＝ 
［｢高い｣(票数)×4 点＋｢やや高い｣(票数)×3 点＋｢やや低い｣(票数)×2 点＋｢低い｣(票数)×1 点］   

回答総数（「わからない」｢無回答等｣を除く）    

 

点数化の結果は以下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来像 満足度

得点

優先度

得点

1 美しい景観の保全・維持 2.43 2.37

2 生活環境の整備 2.27 2.86

3 移住・定住の促進 2.39 2.71

4 文化芸術活動への支援 2.53 2.35

5 生涯学習を楽しめる環境づくり 2.57 2.53

6 歴史遺産や伝統文化の保護 2.56 2.33

7 防災・減災の推進 2.64 3.02

8 防犯及び交通事故防止 2.50 3.05

9 消防・救急体制の充実 2.82 3.17

10 結婚・妊娠・出産への支援 2.57 3.02

11 子どもの保健・医療・福祉の充実 3.04 3.15

12 子育て環境の充実 2.85 3.08

13 子どもの学力向上 2.56 2.95

14 子どもの人間性と社会性の育成 2.63 2.92

15 子どもの心と体の育成 2.53 2.85

16 学校・家庭・地域の連携・協働 2.64 2.85

17 配慮が必要な子どもへの支援 2.62 2.99

18 教育環境の充実 2.83 3.03

19 健康増進の推進 2.90 3.08

20 障がい者への支援 2.72 2.94

21 スポーツ活動への支援 2.63 2.58

22 高齢者の社会参加への支援 2.78 2.81

23 介護予防の推進 2.74 2.89

24 在宅生活への支援 2.67 2.90

25 市立病院の機能維持 2.32 3.05

26 医療人材確保と育成 2.34 3.10

27 地域医療の維持 2.47 3.17

28 農業者等の育成 2.23 2.89

29 農林業の生産基盤等の強化 2.26 2.91

30 ６次産業化への支援 2.37 2.72

31 企業誘致の推進 2.18 2.96

32 企業の育成・支援 2.33 2.80

33 商店街づくりへの支援 2.18 2.76

34 観光戦略の構築 2.27 2.64

35 交流人口の拡大 2.50 2.60

36 国内・国際交流の推進 2.32 2.27

37 コミュニティの活性化を支援 2.52 2.61

38 地域の活性化を支援 2.47 2.53

39 自治会間の連携を支援 2.49 2.46

40 自治会活動への支援 2.52 2.56

41 公益活動を行う団体の育成 2.50 2.54

42 男女共同参画の推進 2.52 2.38

43 行政サービスの充実 2.86 2.87

44 広報・広聴の充実 2.77 2.75

45 健全な行財政運営の推進 2.51 2.85

46 安全・安心な暮らしの維持 2.74 2.80

2.54 2.80

放射能対策プロジェクト　放射性物質による不安を

解消し、安心して暮らせるまち

平均

Ⅳ　地域の特

性を生かした、

産業や交流が

盛んなまちを創

るために

持続可能な農林業の育成と栗原

ブランドの確立に取り組みます

産業育成と企業誘致による産業

拠点を形成します

地域資源を生かした広域観光戦

略を構築し、栗原市を発信します

Ⅴ　市民がまち

づくりを楽しめる

まちを創るため

に

小さなコミュニティを大切にした地

域づくりを推進します

市民が自ら行うまちづくり活動を

支援します

市民満足度を重視した効率的な

行政サービスを行います

Ⅱ　子どもたち

の豊かな感性と

生きる力を育む

まちを創るため

に

結婚・出産・子育てが安心してで

きる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成

します

人とつながり、支え合い、互いに高

め合う子どもを育てる環境を目指

します

Ⅲ　健康や生

活に不安がな

く、優しさと思い

やりに満ちたまち

を創るために

誰もが健康で安心して暮らせる環

境をつくります

高齢者が生きがいを持ち、互いに

支え合うまちを目指します

市民が安心して暮らせるための地

域医療を守ります

Ⅰ　恵まれた
自然に包ま
れた、質の高
い暮らしのま
ちを創るため
に

美しい景観を守り、豊かな自然と

共生した多様な暮らしを満喫でき

る生活環境を形成します

豊かな心と文化を育み、障害を

通じて学べるまちづくりを目指しま

す

安全・安心なまちづくりを推進しま

す

第2次栗原市総合計画 得点

基本方針 施策
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点数化をもとに、分布図を以下の分野区分のもと作成した。 

重点改善分野：優先度は高いが満足度が低く、重点的な改善が望まれる分野 

重点維持分野：優先度も満足度も高い状態を重点的に維持することが望まれる分野 

改善分野  ：優先度も満足度も低く、改善が望まれる分野 

維持分野  ：優先度は低いが満足度は高く、現状維持が望まれる分野 
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⑤将来像別 満⾜度・優先度【分析】 

【満⾜度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

Ⅰ 恵まれた自然に包まれ

た、質の高い暮らしのまちを

創るために

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性

と生きる力を育むまちを創る

ために

Ⅲ 健康や生活に不安がな

く、優しさと思いやりに満ち

たまちを創るために

Ⅳ 地域の特性を生かした、

産業や交流が盛んなまちを創

るために

Ⅴ 市民がまちづくりを楽し

めるまちを創るために

満足・やや満足 不満・やや不満

満足・やや満足 不満・やや不満 わからない
Ⅰ　恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 42.4% 33.0% 22.0%
Ⅱ　子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 44.5% 24.5% 28.5%
Ⅲ　健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 44.0% 28.6% 24.7%
Ⅳ　地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 26.0% 34.9% 35.6%
Ⅴ　市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 38.2% 24.5% 33.4%

・「満足・やや満足」が最も多かったのは、「Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るた

めに」の 44.5%、次いで「Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るため

に」の 44.0%、「Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の 42.4%、「Ⅴ 

市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の 38.2%、と続き、これらはいずれも「不満・やや不

満」の割合を上回っている。しかし、「満足・やや満足」が 26.0%と最も少なかった、「Ⅳ 地域の特性

を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」は、「不満・やや不満」の割合 34.9％が上回って

おり、市民の評価が厳しい状況となっている。これらの傾向から、子育てや健康、福祉に関する施策

である将来像Ⅱ及びⅢは、市民生活に最も身近なため実感しやすく、「満足・やや満足」が多いが、将

来像Ⅳは、「わからない」の回答が 35.6%と最も多いことから、産業振興策に対する市民の認知度が低

く、そのことが満足度の少なさにつながっていると考えられる。 
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

Ⅰ 恵まれた自然に包まれ

た、質の高い暮らしのまちを

創るために

Ⅱ 子どもたちの豊かな感性

と生きる力を育むまちを創る

ために

Ⅲ 健康や生活に不安がな

く、優しさと思いやりに満ち

たまちを創るために

Ⅳ 地域の特性を生かした、

産業や交流が盛んなまちを創

るために

Ⅴ 市民がまちづくりを楽し

めるまちを創るために

高い・やや高い 低い・やや低い

高い・やや高い 低い・やや低い わからない
Ⅰ　恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 52.6% 28.0% 14.9%
Ⅱ　子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 58.7% 18.6% 18.2%
Ⅲ　健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 61.3% 19.7% 14.1%
Ⅳ　地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 45.1% 25.6% 23.8%
Ⅴ　市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 43.3% 27.7% 23.2%

・「高い・やや高い」が最も多かったのは、「Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたま

ちを創るために」の 61.3%、次いで「Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るため

に」の 58.7%、「Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の 52.6%、「Ⅳ 

地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」の 45.1%と続き、最も少なかったの

は、「Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の 43.3%となっている。 
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⑥将来像別 年代別 満⾜度・優先度【分析】 

Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 

【満⾜度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満⾜度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.8% 34.6% 22.1% 10.9% 22.0% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

満足 42.4％ 33.0％ 

・「将来像Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の満足度では、19歳以下

の満足度 34.6%以外は、どの年代も 40％以上となっている。「不満・やや不満」は、19歳以下の 44.4%

が最も多く、次いで 60歳代の 40.2%となっている。 

・19歳以下のみが、「満足・やや満足」よりも「不満・やや不満」が多く、他の年代とは異った傾向を示

している。 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 34.6% 49.4% 40.6% 41.4% 42.3% 40.6% 44.0%
不満・やや不満 44.4% 22.5% 27.2% 35.0% 35.0% 40.2% 30.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

満⾜・やや満⾜ 不満・やや不満
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.1% 36.5% 18.6% 9.4% 14.9% 4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

28.0％ 高い 52.6％ 

・「将来像Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために」の優先度では、19歳以下

と 70歳以上の優先度が 40%代となっており、20歳以上～60 歳代では 50%代を占めている。「低い・や

や低い」は、19歳以下の 37.0%が最も多く、次いで 40歳代の 30.3%となっている。 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 49.4% 53.3% 53.4% 55.0% 54.6% 53.9% 48.3%
低い・やや低い 37.0% 27.1% 26.0% 30.3% 29.7% 28.0% 26.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

高い・やや高い 低い・やや低い
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Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 

【満⾜度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満⾜度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足 44.5％ 24.5％ 

・「将来像Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために」の満足度では、20歳代の満

足度が 51.7％と最も多く、次いで 30 歳代の 50.1％が続いている。「不満・やや不満」は、60 歳代の

30.8％が最も多く、次いで 19歳以下が 28.4％となっている。 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 46.9% 51.7% 50.1% 47.0% 45.8% 37.5% 43.1%
不満・やや不満 28.4% 16.4% 18.4% 24.2% 24.8% 30.8% 24.3%

11.7% 32.8% 17.0% 7.5% 28.5% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

満⾜・やや満⾜ 不満・やや不満
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.0% 35.7% 13.1% 5.5% 18.2% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

高い 58.7％ 18.6％ 

・「将来像Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために」の優先度では、30歳代の優

先度が 67.1％と最も多く、次いで 40歳代及び 50歳代の 63.1％が続いている。「低い・やや低い」は、

19歳以下の 24.7%が最も多く、次いで 60歳代の 20.3%となっている。 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 63.0% 65.7% 67.1% 63.1% 63.1% 52.0% 51.7%
低い・やや低い 24.7% 14.2% 15.9% 18.9% 18.6% 20.3% 18.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

高い・やや高い 低い・やや低い
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Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 

【満⾜度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満⾜度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2% 33.9% 19.0% 9.6% 24.7% 2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

満足 44.０％ 28.6％ 

・「将来像Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために」の満足度では、

20 歳代の満足度が 51.7％と最も多く、次いで 70 歳以上の 49.2％が続いている。「不満・やや不満」

は、60歳代の 35.4％が最も多く、次いで 50歳代が 30.0％となっている。 

・19歳以下は、「満足・やや満足」と「不満・やや不満」が同数であり、意見が分かれている。 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 29.6% 51.7% 40.1% 39.3% 44.3% 42.2% 49.2%
不満・やや不満 29.6% 16.7% 22.6% 28.0% 30.0% 35.4% 29.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

満⾜・やや満⾜ 不満・やや不満
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【優先度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2% 39.2% 13.4% 6.3% 14.1% 4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

高い 61.3％ 19.7％ 

・「将来像Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために」の優先度では、

50歳代の優先度が 68.6％と最も多く、次いで 20歳代の 61.0％が続いている。「低い・やや低い」は、

40歳代の 22.7%が最も多く、次いで 19歳以下の 22.2%となっている。 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 58.0% 61.0% 60.9% 58.0% 68.6% 60.6% 59.7%
低い・やや低い 22.2% 18.5% 18.8% 22.7% 16.3% 20.5% 20.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

高い・やや高い 低い・やや低い
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Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 

【満⾜度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満⾜度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「将来像Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」の満足度では、全体とし

て「わからない」が 35.6％と、「満足・やや満足」や「不満・やや不満」を上回っている。 

・20歳代の満足度が 42.5％と最も多く、次いで 30歳代の 31.6％が続いている。「不満・やや不満」は、

60歳代の 42.8％が最も多く、次いで 70歳以上が 37.4％となっている。 

・20～30歳代は、「満足・やや満足」が「不満・やや不満」を上回っているが、40～70歳以上は、「不満・

やや不満」の方が「満足・やや満足」より多く、世代により意見が分かれている。 

・全体の傾向として、「わからない」が「満足・やや満足」と「不満・やや不満」を上回っている。 

5.1% 20.9% 21.7% 13.2% 35.6% 3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

満足 26.0％ 34.9％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 28.4% 42.5% 31.6% 27.8% 24.7% 19.5% 22.6%
不満・やや不満 32.1% 18.5% 24.8% 35.5% 37.1% 42.8% 37.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

満⾜・やや満⾜ 不満・やや不満
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【優先度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.8% 30.4% 17.6% 8.0% 23.8% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

・「将来像Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために」の優先度では、20歳代の

優先度が 51.1％と最も多く、次いで 30 歳代の 49.9％が続いている。「低い・やや低い」は、19 歳以

下の 39.5%が最も多く、次いで 40歳代の 27.1%となっている。 

高い 45.1％ 25.6％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 42.0% 51.1% 49.9% 49.4% 49.5% 41.9% 37.6%
低い・やや低い 39.5% 21.4% 24.1% 27.1% 25.7% 25.8% 25.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

高い・やや高い 低い・やや低い
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Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 

【満⾜度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別満⾜度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9% 30.4% 16.3% 8.2% 33.4% 3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

・「将来像Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の満足度では、20歳代の満足度が 45.9％

と最も多く、次いで 70 歳以上の 40.1％が続いている。「不満・やや不満」は、60 歳代の 32.0％が最

も多く、次いで 19歳以下が 30.9％となっている。 

満足 38.2％ 24.5％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
満足・やや満足 33.3% 45.9% 34.9% 34.6% 38.1% 35.8% 40.1%
不満・やや不満 30.9% 12.5% 18.9% 26.1% 24.3% 32.0% 25.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

満⾜・やや満⾜ 不満・やや不満
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【優先度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆年代別優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

11.8% 31.6% 18.1% 9.6% 23.2% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

・「将来像Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために」の優先度では、20歳代の優先度が 45.4％

と最も多く、次いで 19歳以下の 44.4％が続いている。「低い・やや低い」は、19歳以下の 38.3%が最

も多く、次いで 40歳代の 34.4%となっている。 

高い 43.3％ 27.7％ 

19歳以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
高い・やや高い 44.4% 45.4% 39.1% 41.1% 42.9% 42.7% 43.8%
低い・やや低い 38.3% 23.9% 27.4% 34.4% 31.4% 28.1% 22.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代50歳代

60歳代

70歳以上

高い・やや高い 低い・やや低い
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⑦基本方針別 満⾜度・優先度【分析】 

将来像Ⅰ 恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまちを創るために 

【満⾜度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な 

暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

２ 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまち 

づくりを目指します 

  ３ 安全・安心なまちづくりを推進します 

 

 ◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.8% 34.6% 22.1% 10.9% 22.0% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

5.6%

6.3%

11.5%

32.3%

31.2%

40.4%

25.9%

19.3%

21.2%

15.2%

8.0%

9.6%

18.5%

32.7%

14.8%

2.5%

2.6%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

・全体の回答としては、「満足・やや満足」が 42.4％を占めている。「満足・やや満足」の中で最も割

合が多かった項目は、【3 安全・安心なまちづくりを推進します】の 51.9％、次いで【1 美しい自

然を守り、豊かな自然と共生した多様なくらしを満喫できる生活環境を形成します】の 37.9％、【2 

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します】の 37.5％となっている。し

かし、「満足・やや満足」が前回の割合より少なくなり、「わからない」が多くなっていることから、

現状の生活環境より向上することを求めている傾向が見られる。 

満足 42.4％ 33.0％ 

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
わからない 無回答

今回 37.9% 41.1% 18.5% 2.5%

前回 45.3% 36.7% 15.4% 2.6%

比較 -7.4% 4.4% 3.1% -0.1%

今回 37.5% 27.3% 32.7% 2.6%

前回 40.3% 30.1% 27.0% 2.6%

比較 -2.8% -2.8% 5.7% 0.0%

今回 51.9% 30.8% 14.8% 2.5%

前回 54.6% 31.2% 11.4% 2.8%

比較 -2.7% -0.4% 3.4% -0.3%

安全・安心なまちづくりを推進します

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるま

ちづくりを目指します

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様

な暮らしを満喫できる生活環境を形成します
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様な 

暮らしを満喫できる生活環境を形成します 

２ 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまち 

づくりを目指します 

  ３ 安全・安心なまちづくりを推進します 

 

 ◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体の回答としては、「高い・やや高い」は 52.6％と半数以上を占めている。「高い・やや高い」の

中で最も割合が多かった項目は、【3 安全・安心なまちづくりを推進します】の 71.5％、最も少な

かったのは【2 豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるまちづくりを目指します】の 36.0％と

なっている。この結果から、住民は安全・安心な生活環境を優先したまちづくりを望んでいる傾向

が見られる。 

16.1% 36.5% 18.6% 9.4% 14.9% 4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

28.0％ 高い 52.6％ 

13.2%

7.2%

27.8%

37.1%

28.8%

43.7%

21.1%

22.7%

12.1%

10.2%

13.7%

4.4%

13.8%

23.1%

7.8%

4.6%

4.4%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 50.2% 31.4% 13.8% 4.6%

前回 53.7% 27.5% 14.4% 4.4%

比較 -3.5% 3.9% -0.6% 0.2%

今回 36.0% 36.5% 23.1% 4.4%

前回 39.5% 35.4% 21.1% 4.0%

比較 -3.5% 1.1% 2.0% 0.4%

今回 71.5% 16.5% 7.8% 4.2%

前回 69.0% 17.8% 8.9% 4.3%

比較 2.5% -1.3% -1.1% -0.1%

安全・安心なまちづくりを推進します

豊かな心と文化を育み、生涯を通じて学べるま

ちづくりを目指します

美しい景観を守り、豊かな自然と共生した多様

な暮らしを満喫できる生活環境を形成します
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将来像Ⅱ 子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまちを創るために 

【満⾜度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を 

目指します 

２ 次代を担うたくましい子どもを育成します 

３ 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子ども 

を育てる環境を目指します 

  

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.7% 32.8% 17.0% 7.5% 28.5% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

・全体の回答としては、「満足・やや満足」が 44.5％と約半数を占めている。「満足・やや満足」の中

で最も割合が多かった項目は、【1 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します】の

52.3％、次いで【3 人とつながり、支えあい、互いに高めあう子どもを育てる環境を目指します】

の 42.3％、【2 次代を担うたくましい子どもを育成します】の 39.0％となっている。全体的に満足

度が前回に比べて低くなっており、「不満・やや不満」「分からない」の割合が増えている。 

満足 44.5％ 24.5％ 

16.9%

8.0%

10.1%

35.4%

30.9%

32.2%

14.8%

19.3%

16.9%

7.3%

8.7%

6.4%

23.5%

30.7%

31.3%

2.2%

2.3%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 52.3% 22.0% 23.5% 2.2%

前回 56.5% 20.4% 20.8% 2.4%

比較 -4.2% 1.6% 2.7% -0.2%

今回 39.0% 28.0% 30.7% 2.3%

前回 43.4% 26.5% 27.3% 2.8%

比較 -4.4% 1.5% 3.4% -0.5%

今回 42.3% 23.3% 31.3% 3.2%

前回 44.9% 23.0% 28.0% 4.1%

比較 -2.6% 0.3% 3.3% -0.9%

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子ど

もを育てる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成します

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目

指します
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を 

目指します 

２ 次代を担うたくましい子どもを育成します 

３ 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子ども 

を育てる環境を目指します 

 

 ◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.0% 35.7% 13.1% 5.5% 18.2% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

・全体の回答としては、「高い・やや高い」58.7％と半数以上を占めている。「高い・やや高い」の中

で、最も割合が多かった項目は、【１ 結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します】の

63.5％、次いで【３ 人とつながり、支え合い、互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します】

の 57.6％、【２ 次代を担うたくましい子どもを育成します】の 55.0％となっている。 

18.6％ 高い 58.7％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 63.5% 17.2% 15.0% 4.2%

前回 64.5% 15.9% 15.5% 4.1%

比較 -1.0% 1.3% -0.5% 0.1%

今回 55.0% 20.4% 20.3% 4.3%

前回 56.6% 18.7% 20.4% 4.3%

比較 -1.6% 1.7% -0.1% 0.0%

今回 57.6% 18.0% 19.3% 5.1%

前回 55.6% 18.4% 20.1% 5.9%

比較 2.0% -0.4% -0.8% -0.8%

人とつながり、支え合い、互いに高め合う子ど

もを育てる環境を目指します

次代を担うたくましい子どもを育成します

結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目

指します

29.5%

19.4%

20.0%

34.0%

35.5%

37.6%

11.8%

14.3%

13.0%

5.4%

6.1%

5.0%

15.0%

20.3%

19.3%

4.2%

4.3%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答
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将来像Ⅲ 健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまちを創るために 

【満⾜度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを 

目指します 

３ 市民が安心して暮らせるための地域医療を守りま 

す  

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2% 33.9% 19.0% 9.6% 24.7% 2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

・全体の回答としては、「満足・やや満足」が 44.0％となっている。「満足・やや満足」の中で最も割

合が多かった項目は、【１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります】の 48.1％、次いで【２ 

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します】の 47.2％となっている。しかし、【１ 

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります】の項目では、前回の 52.5％と比較すると 4.4％

の減少となり、「分からない」が 5.2％増加している。 

満足 44.0％ 28.6％ 

11.1%

10.0%

9.4%

37.0%

37.2%

27.5%

16.6%

17.6%

22.7%

5.6%

5.8%

17.4%

27.3%

26.7%

20.3%

2.5%

2.7%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 48.1% 22.2% 27.3% 2.5%

前回 52.5% 21.9% 22.1% 3.5%

比較 -4.4% 0.3% 5.2% -1.0%

今回 47.2% 23.4% 26.7% 2.7%

前回 44.8% 28.3% 23.9% 2.9%

比較 2.4% -4.9% 2.8% -0.2%

今回 36.8% 40.0% 20.3% 2.8%

前回 37.6% 43.0% 16.6% 2.9%

比較 -0.8% -3.0% 3.7% -0.1%

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくりま

す

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまち

を目指します

市民が安心して暮らせるための地域医療を守り

ます
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります 

２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを 

目指します 

３ 市民が安心して暮らせるための地域医療を守りま 

す  

 

 ◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2% 39.2% 13.4% 6.3% 14.1% 4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

・全体の回答としては、「高い・やや高い」が 61.3％と半数以上を占めている。「高い・やや高い」の

中で最も割合が多かった項目は、【３ 市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります】が

67.3％、【２ 高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します】の 58.9％、【１ 誰もが

健康で安心して暮らせる環境をつくります】の 57.8％の順となっている。 

19.7％ 高い 61.3％ 

17.4%

17.2%

31.8%

40.3%

41.7%

35.5%

15.5%

14.7%

9.9%

5.9%

6.6%

6.4%

16.0%

15.0%

11.2%

4.8%

4.8%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 57.8% 21.4% 16.0% 4.8%

前回 57.9% 21.6% 15.4% 5.1%

比較 -0.1% -0.2% 0.6% -0.3%

今回 58.9% 21.3% 15.0% 4.8%

前回 60.5% 19.8% 15.1% 4.6%

比較 -1.6% 1.5% -0.1% 0.2%

今回 67.3% 16.3% 11.2% 5.2%

前回 64.4% 20.7% 10.4% 4.5%

比較 2.9% -4.4% 0.8% 0.7%

誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくりま

す

市民が安心して暮らせるための地域医療を守り

ます

高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまち

を目指します



27 

 

将来像Ⅳ 地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまちを創るために 

【満⾜度】 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に 

取り組みます 

２ 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

３ 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、 

栗原市を発信します 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1% 20.9% 21.7% 13.2% 35.6% 3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

・全体の回答としては、「満足・やや満足」や「不満・やや不満」よりも、「わからない」が 35.6％と

上回っており、さらに「不満・やや不満」が 34.9％と「満足・やや満足」の 26.0％を上回ってい

る。「不満・やや不満」の中で最も割合が多かった項目は、【２ 産業育成と企業誘致による産業拠点

を形成します】が 38.7％、【１ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます】の

34.2％、【３ 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します】の 31.8％の順とな

っている。 

満足 26.0％ 34.9％ 

5.1%

5.2%

4.9%

20.1%

18.8%

23.8%

20.9%

23.6%

20.6%

13.3%

15.1%

11.2%

37.3%

34.0%

35.4%

3.4%

3.3%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 25.1% 34.2% 37.3% 3.4%

前回 26.8% 34.1% 36.2% 2.9%

比較 -1.7% 0.1% 1.1% 0.5%

今回 24.1% 38.7% 34.0% 3.3%

前回 26.5% 39.6% 30.5% 3.4%

比較 -2.4% -0.9% 3.5% -0.1%

今回 28.7% 31.8% 35.4% 4.0%

前回 28.3% 31.8% 36.9% 3.0%

比較 0.4% 0.0% -1.5% 1.0%

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗

原市を発信します

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成しま

す

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立

に取り組みます
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

 １ 持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に 

取り組みます 

２ 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します 

３ 地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、 

栗原市を発信します 

 

 ◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.8% 30.4% 17.6% 8.0% 23.8% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

・全体の回答としては、「高い・やや高い」が 45.1％となっている。「高い・やや高い」の中で最も割

合が多かった項目は、【２ 産業育成と企業誘致による産業拠点を形成します】の 49.6％、次いで【１ 

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立に取り組みます】の 48.9％、【３ 地域資源を生かし

た広域観光戦略を構築し、栗原市を発信します】の 37.0％となっており、満足度に比べて優先度は

高い傾向にある。 

25.6％ 高い 45.1％ 

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 48.9% 22.5% 23.4% 5.2%

前回 44.2% 24.8% 26.4% 4.6%

比較 4.7% -2.3% -3.0% 0.6%

今回 49.6% 22.4% 22.8% 5.2%

前回 47.4% 25.2% 22.4% 5.0%

比較 2.2% -2.8% 0.4% 0.2%

今回 37.0% 31.9% 25.4% 5.8%

前回 35.5% 31.3% 28.5% 4.7%

比較 1.5% 0.6% -3.1% 1.1%

産業育成と企業誘致による産業拠点を形成しま

す

持続可能な農林業の育成と栗原ブランドの確立

に取り組みます

地域資源を生かした広域観光戦略を構築し、栗

原市を発信します

18.2%

17.3%

8.8%

30.6%

32.3%

28.2%

15.6%

15.8%

21.3%

6.9%

6.6%

10.5%

23.4%

22.8%

25.4%

5.2%

5.2%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答
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将来像Ⅴ 市民がまちづくりを楽しめるまちを創るために 

【満⾜度】 

  

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを 

推進します 

２ 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

３ 市民満⾜度を重視した効率的な行政サービスを 

行います 

 

◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.9% 30.4% 16.3% 8.2% 33.4% 3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 分からない 無回答

・全体の回答としては、「満足・やや満足」が 38.2％となっている。「満足・やや満足」の中で最も割

合が多かった項目は、【３ 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います】が 47.2％、次

いで【２ 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します】が 34.4％となっている。前回との比較で

は、「満足・やや満足」が全項目減少し、「わからない」が増加しており、行政サービスの項目では

「不満・やや不満」が減少し「分からない」が増加している。 

満足 38.3％ 24.5％ 

4.9%

5.6%

12.0%

26.7%

28.8%

35.2%

18.1%

16.4%

14.6%

8.1%

9.2%

8.1%

38.2%

35.9%

26.2%

4.0%

4.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満⾜ やや満⾜ やや不満 不満 わからない 無回答

基本方針 区分
満足・

やや満足

不満・

やや不満
分からない 無回答

今回 31.6% 26.2% 38.2% 4.0%

前回 35.9% 26.3% 34.5% 3.4%

比較 -4.3% -0.1% 3.7% 0.6%

今回 34.4% 25.5% 35.9% 4.2%

前回 37.3% 25.5% 34.0% 3.2%

比較 -2.9% 0.0% 1.9% 1.0%

今回 47.2% 22.7% 26.2% 3.9%

前回 47.5% 26.7% 22.2% 3.5%

比較 -0.3% -4.0% 4.0% 0.4%

市民満足度を重視した効率的な

行政サービスを行います

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します

小さなコミュニティを大切にした

地域づくりを推進します
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【優先度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基本方針 

１ 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを 

推進します 

２ 市民が自ら行うまちづくり活動を支援します 

３ 市民満⾜度を重視した効率的な行政サービスを 

行います 

 

 ◆前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.8% 31.6% 18.1% 9.6% 23.2% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

・全体の回答としては、「高い・やや高い」が 43.3％となっている。「高い・やや高い」の中で最も割

合の多かった項目は、【３ 市民満足度を重視した効率的な行政サービスを行います】の 51.3％、次

いで【１ 小さなコミュニティを大切にした地域づくりを推進します】の 38.3％、【２ 市民が自ら

行うまちづくり活動を支援します】の 38.1％の順となっている。いずれの項目も優先度が減少して

いる。 

27.7％ 高い 43.3％ 

8.4%

8.5%

16.4%

29.8%

29.6%

34.9%

19.1%

20.0%

16.2%

10.4%

11.8%

6.7%

26.4%

23.8%

20.1%

5.8%

6.2%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い やや低い 低い 分からない 無回答

基本方針 区分
高い・

やや高い

低い・

やや低い
分からない 無回答

今回 38.3% 29.5% 26.4% 5.8%

前回 40.8% 27.5% 26.7% 5.0%

比較 -2.5% 2.0% -0.3% 0.8%

今回 38.1% 31.9% 23.8% 6.2%

前回 40.1% 29.4% 25.8% 4.7%

比較 -2.0% 2.5% -2.0% 1.5%

今回 51.3% 22.9% 20.1% 5.7%

前回 54.9% 23.0% 17.1% 5.0%

比較 -3.6% -0.1% 3.0% 0.7%

市民満足度を重視した効率的な

行政サービスを行います

市民が自ら行うまちづくり活動を支援します

小さなコミュニティを大切にした

地域づくりを推進します



 

 

 

 

 

 

第３次栗原市総合計画策定に関する 

 

 結婚・出産・子育てに関する意識調査 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月 

栗 原 市 
 

 

資料1-2
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（１）目的 
令和９年度から令和 1８年度までの１０年間を計画期間としている「第３次栗原市総合計画」の策定に

あたり、結婚・出産・子育てに関する多様な価値観やご意見を把握し、それぞれのライフスタイルに寄り
添った支援のあり方を検討するために実施したもの。 

 

（２）調査対象 
栗原市在住の１８歳～49 歳の市民から２，５００人を無作為抽出 

 

（３）調査方法 

郵送による配布・回収、及びインターネットによる回答の併用 

 

（４）実施時期 
配布 令和７年９月 12 日 
回収 令和 7年９月 30 日 

 

（５）回収件数及び回収率 
回収件数 707 件（うち紙面による回収件数 405 件、インターネットによる回収件数 302 件） 
回収率 28.3％ 

 

（６）調査結果 

グラフの構成比の端数処理については四捨五入の関係から合計が 100.0％にならない場合があります。 

①回答者の属性（性別・年齢・家族構成・職業・居住地・住宅の建て方・居住年数） Ｐ２ 

②結婚・出産・子育てについて                         Ｐ８ 

③仕事のあり方について                            Ｐ３０ 

④栗原市の施策について                            Ｐ３４ 
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①回答者の属性 
（性別・年齢・家族構成・職業・居住地・住まいのあり方・居住年数）  
 

◆性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.3% 54.6%

1.0%
0.8% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 回答しない その他 無回答

3.3%

11.2% 13.3% 12.9% 15.0% 17.8% 26.4%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳

35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答

56.5%

39.2%

46.8%

38.5%

47.2%

44.4%

41.2%

43.5%

59.5%

50.0%

59.3%

52.8%

52.4%

56.1%

100.0%

2.1%

1.1%

2.4%

0.5%

1.3%

1.1%

0.8%

1.6%

1.1%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

無回答

男 女 回答しない その他 無回答
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◆家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.8% 14.7% 50.6% 12.2% 5.2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯（本人だけの世帯） 1世代世帯（夫婦だけの世帯）

2世代世帯（親と子供の世帯） 3世代世帯（祖父母と親と子供の世帯）

その他 無回答
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◆職業 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1%

5.1% 61.2%

2.1%

11.6% 5.9% 8.1% 3.5%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林漁業 自営業（商工・サービス） 会社員・公務員・団体職員

主婦（夫） パート・アルバイト 学生

無職（年金生活なども含む） その他 無回答
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◆居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.3% 17.5% 11.7%

4.7%

9.3% 6.5%

2.0%

7.8% 13.4%

1.3% 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

築館 若柳 栗駒 高清水 一迫 瀬峰 鶯沢 金成 志波姫 花山 無回答

21.7%

30.4%

29.8%

26.4%

27.4%

20.6%

23.0%

21.7%

13.9%

18.1%

19.8%

13.2%

19.8%

17.6%

13.0%

12.7%

10.6%

12.1%

7.5%

13.5%

12.8%

4.3%

2.5%

1.1%

3.3%

5.7%

7.9%

5.3%

13.0%

8.9%

8.5%

4.4%

10.4%

10.3%

10.7%

17.4%

6.3%

4.3%

8.8%

6.6%

5.6%

5.9%

3.8%

2.1%

1.1%

1.9%

2.4%

1.6%

4.3%

7.6%

10.6%

6.6%

10.4%

7.1%

6.4%

4.3%

12.7%

11.7%

16.5%

13.2%

11.9%

15.5%

3.2%

1.1%

2.8%

0.8%

0.5%

1.3%

0.9%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

築館 若柳 栗駒 高清水 一迫 瀬峰 鶯沢 金成 志波姫 花山 無回答
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◆住まいのあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.0% 6.2% 17.8%

1.4%
3.3% 1.0%0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て持ち家 一戸建て借家 分譲マンション

賃貸マンション・アパート 社宅・官舎・寮 市営住宅

その他 無回答
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◆居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7%

5.9%

4.1%
4.5%

9.5% 72.1%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20年以上 無回答

13.9%

4.3%

3.3%

4.7%

1.6%

4.3%

7.6%

10.6%

8.8%

7.5%

3.2%

2.7%

2.5%

7.4%

9.9%

0.9%

5.6%

1.6%

4.3%

5.3%

8.8%

7.5%

6.3%

1.1%

91.3%

13.9%

3.2%

4.4%

7.5%

6.3%

6.4%

62.0%

69.1%

64.8%

71.7%

78.6%

86.1% 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

1年未満 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20年以上 無回答
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②結婚・出産・子育てについて 
◆結婚しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

  

26.6%

0.6%

8.2%

1.8%

62.7% 0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既婚（入籍済） 既婚（未入籍） 以前、結婚していた 近々結婚の予定がある 未婚 無回答

・19歳以下では「未婚」が 100.0％となっており、20歳代でも「未婚」の割合が高い状況にあり、40～

44 歳においても「未婚」の割合が半分以上を占めており、晩婚化の傾向が読み取れる。40 歳代では

「以前、結婚していた」とする割合が 10％以上となっている。また、「近々結婚する予定がある」の割

合は年齢が高くなると減少する傾向にあるが、35～39歳では 0％となっている。 
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◆結婚期間は 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1% 15.2% 11.9% 21.3% 23.4% 22.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～1年 1～3年未満 3～5年未満 5～10年未満 10～20年未満 20年以上

・「10～20年未満」が 23.4％と最も多く、次いで「20年以上」が 22.1％、「5～10年未満」が 21.3％と続

いている。 
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◆おおよその年収は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.4% 25.0% 18.4% 9.1% 5.1%

2.3%
1.3% 1.4%

5.8%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0～200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満 400～500万円未満

500～600万円未満 600～700万円未満 700～800万円未満 800万円以上

わからない 無回答

・19歳以下では「0～200万円未満」が 73.9％を占めており、年齢が上がり 30～34歳にかけて徐々に年

収も上昇しているが、それ以上の年代では概ね変動は少なく、半数前後が 300万円未満となっている。 

73.9%

44.3%

26.6%

29.7%

17.9%

24.6%

25.1%

4.3%

21.5%

30.9%

20.9%

34.0%

23.0%

24.6%

17.7%

22.3%

24.2%

17.0%

15.9%

18.2%

1.3%

14.9%

7.7%

10.4%

11.1%

9.1%

1.3%

5.5%

4.7%

12.7%

4.8%

2.2%

2.8%

2.4%

4.3%

1.1%

1.6%

3.2%

4.3%

1.1%

3.8%

2.1%

13.0%

8.9%

2.1%

5.5%

8.5%

5.6%

4.3%

4.3%

5.1%

1.1%

4.4%

0.9%

3.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

0～200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満 400～500万円未満 500～600万円未満

600～700万円未満 700～800万円未満 800万円以上 わからない 無回答
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◆あなたとパートナーを合わせたおおよその年収 

（「既婚（入籍済）」「既婚（未入籍）」「近々結婚の予定がある」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.4% 36.6% 17.6% 11.2%

2.9%

9.3%

0.5%

15.6% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0～200万円未満 200～600万円未満 600～800万円未満

800～1,200万円未満 1,200～1,600万円 1,600～2,000万円

2,000万円以上 わからない 無回答

・パートナーがいる 20歳以上で、パートナーと合わせた年収は、いずれも「200～600万円未満」が最も

多くなっており、20～24歳で 66.7％、25～29歳で 43.5％を占めている。年齢が上がると徐々に年収

も上昇し、35～39歳では 1,600～2,000万円が 20.7％を占めている。 

16.7%

4.3%

3.1%

2.7%

3.8%

66.7%

43.5%

34.4%

24.1%

40.5%

35.9%

16.7%

21.7%

25.0%

24.1%

21.6%

9.0%

8.7%

3.1%

10.3%

8.1%

17.9%

4.3%

3.4%

8.1%

1.3%

4.3%

9.4%

20.7%

5.4%

9.0%

3.4%

8.7%

25.0%

13.8%

10.8%

17.9%

4.3%

2.7%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

0～200万円未満 200～600万円未満 600～800万円未満 800～1,200万円未満 1,200～1,600万円

1,600～2,000万円 2,000万円以上 わからない 無回答
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◆パートナーとどこで知り合ったか 

（「既婚（入籍済）」「既婚（未入籍）」「近々結婚の予定がある」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

16.7%

21.7%

21.9%

31.0%

35.1%

32.1%

8.7%

2.6%

3.1%

2.7%

6.4%

33.3%

8.7%

12.5%

10.3%

13.5%

10.3%

3.4

2.7%

1.3%

16.7%

18.8%

34.5%

18.9%

26.9%

16.7%

8.7%

3.1%

8.1%

3.8%

4.3%

3.1%

2.6%

16.7%

39.1%

25.0%

13.8%

2.7%

5.1%

4.3%

6.3%

2.7%

4.3%

6.3%

3.4%

13.5%

6.4%

3.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

職場や仕事 幼なじみ・隣人 サークル・クラブ・習い事

学校 見合い結婚 親や親せきからの紹介

友人や兄弟姉妹を通じて アルバイト先 旅先や街なか

インターネット（SNS等）を通じて 結婚相談所などの結婚情報サービス その他

無回答

29.3%

1.9% 3.4%

11.7%

0.5%
1.0%

21.9% 4.9%

1.9%

13.2%

2.0%

6.8%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場や仕事 幼なじみ・隣人 サークル・クラブ・習い事

学校 見合い結婚 親や親せきからの紹介

友人や兄弟姉妹を通じて アルバイト先 旅先や街なか

インターネット（SNS等）を通じて 結婚相談所などの結婚情報サービス その他

無回答

・20～24 歳で「学校」33.3％、「アルバイト先」16.7％などがあるが、25～29 歳では「インターネット

（SNS等）を通じて」が 39.1％と多く、35歳以上では「職場や仕事」「見合い結婚」の割合が高くなっ

ている。 

16.7%

21.7%

21.9%

31.0%

35.1%

32.1%

8.7%

2.6%

3.1%

2.7%

6.4%

33.3%

8.7%

12.5%

10.3%

13.5%

10.3%

3.4

2.7%

1.3%

16.7%

18.8%

34.5%

18.9%

26.9%

16.7%

8.7%

3.1%

8.1%

3.8%

4.3%

3.1%

2.6%

16.7%

39.1%

25.0%

13.8%

2.7%

5.1%

4.3%

6.3%

2.7%

4.3%

6.3%

3.4%

13.5%

6.4%

3.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

職場や仕事 幼なじみ・隣人 サークル・クラブ・習い事

学校 見合い結婚 親や親せきからの紹介

友人や兄弟姉妹を通じて アルバイト先 旅先や街なか

インターネット（SNS等）を通じて 結婚相談所などの結婚情報サービス その他

無回答
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◆パートナーと結婚を決めたきっかけは（最大３項目まで回答） 

（「既婚（入籍済）」「既婚（未入籍）」「近々結婚の予定がある」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.9

37.6

13.7

14.1

56.1

10.7

8.8

9.3

2.4

6.8

5.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

収入などの経済力がついたから

そろそろ結婚する年齢だと感じたから

両親を安心させたかったから

子どもが欲しかったから

理想と思えるパートナーだったから

相手が結婚を望んでいたから

結婚しない方が不自然だと思ったから

ずっと独身はいやだと思ったから

友人や周囲が結婚したから

理由は特にない

その他

無回答

・どの年代も「理想と思えるパートナーだったから」が最も多くなっているが、20～24歳と 30～34歳で

「そろそろ結婚する年齢だと感じたから」それぞれ 66.7％、59.4％を占めている。 

3.1%

6.9%

2.7%

2.6%

66.7%

43.5%

59.4%

41.4%

27.0%

28.2%

8.7%

18.8%

20.7%

18.9%

9.0%

16.7%

13.0%

25.0%

20.7%

18.9%

5.1%

66.7%

65.2%

65.6%

65.5%

48.6%

48.7%

16.7%

8.7%

18.8%

6.9%

8.1%

10.3%

16.7%

8.7%

6.3%

3.4%

13.5%

9.0%

8.7%

12.5%

10.3%

10.8%

7.7%

3.1%

6.9%

2.6%

4.3%

3.1%

8.1%

11.5%

6.9%

8.1%

9.0%

6.9%

2.7%

1.3%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

収入などの経済力がついたから そろそろ結婚する年齢だと感じたから 両親を安心させたかったから

子どもが欲しかったから 理想と思えるパートナーだったから 相手が結婚を望んでいたから

結婚しない方が不自然だと思ったから ずっと独身はいやだと思ったから 友人や周囲が結婚したから

理由は特にない その他 無回答



14 

 

◆結婚の希望 

（「以前、結婚していた」「未婚」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.3% 35.9% 20.4%

4.4%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
結婚したい 結婚はまだ考えていない

結婚したくない 法律上の結婚（婚姻）はしたくない

無回答

・19歳以下から 30～34歳までの若い世代では、「結婚したい」の割合が 40％前後あるが、それ以上の世

代も含めて「結婚はまだ考えていない」も 40％前後あり、30 歳以上では「結婚したくない」が 20％

以上を占めている。 

30.4%

39.7%

40.8%

39.0%

22.4%

28.1%

20.2%

43.5%

39.7%

43.7%

28.8%

44.7%

31.5%

28.4%

4.3%

8.2%

9.9%

22.0%

22.4%

28.1%

30.3%

3.4%

3.9%

5.6%

11.0%

21.7%

12.3%

5.6%

6.8%

6.6%

6.7%

10.1%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

無回答

結婚したい 結婚はまだ考えていない 結婚したくない 法律上の結婚（婚姻）はしたくない 無回答



15 

 

◆結婚の予定または希望する結婚年齢は 

（「近々結婚の予定がある」または「結婚したい」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.4%

28.5% 23.6% 12.1% 12.1% 12.1%

2.4% 0.6%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳

45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳以上 無回答

・25～29歳までの若い世代では「25～29歳」とする割合が最も多いが、30～34歳以上の世代では自分の

現在の年齢階層（つまり近い将来）での結婚を希望する割合が高くなっている。 



16 

 

◆結婚をまだ考えていない理由は（最大３項目まで回答） 

（「結婚はまだ考えていない」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

  

36.7

3.9

5.0

22.2

11.7

30.6

11.7

17.8

24.4

25.6

11.1

11.1

7.2

4.4

2.8

1.1

4.4

1.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

理想の相手にまだめぐり会わない

職場や周囲に未婚の異性がいない

自分や相手がまだ若い

異性にめぐり会う機会（場）がない

安定した仕事についていない

金銭的な余裕がない

仕事が忙しく、時間（休み）がとれない

やりたいことや打ち込みたいことがある

結婚生活に希望を見出せない

必要性を感じない

仕事（学業）に専念したい

異性とうまくつきあえない

１人で暮らしたい

親の介護などにより、結婚する環境でない

法律上の婚姻制度にとらわれたくない

氏（苗字）を変えたくない

その他

無回答

・19歳以下から 30～34歳までの若い世代では、「理想の相手にまだめぐり会わない」の割合が高いが、

35～39 歳では「金銭的な余裕がない」が 52.9％、45～49 歳では「異性にめぐり会う機会（場）がな

い」が 41.9％と最も多くなっている。 



17 

 

◆結婚したくない理由は（最大３項目まで回答） 

（「結婚したくない」「法律上の結婚はしたくない」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

7.3

2.4

0.0

6.5

12.1

26.6

4.0

13.7

33.9

49.2

3.2

8.1

17.7

4.0

10.5

4.8

10.5

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

理想の相手にまだめぐり会わない

職場や周囲に未婚の異性がいない

自分や相手がまだ若い

異性にめぐり会う機会（場）がない

安定した仕事についていない

金銭的な余裕がない

仕事が忙しく、時間（休み）がとれない

やりたいことや打ち込みたいことがある

結婚生活に希望を見出せない

必要性を感じない

仕事（学業）に専念したい

異性とうまくつきあえない

１人で暮らしたい

親の介護などにより、結婚する環境でない

法律上の婚姻制度にとらわれたくない

氏（苗字）を変えたくない

その他

無回答

・どの年代でも「必要性を感じない」が多くなっており、「金銭的な余裕がない」「結婚生活に希望を見出

せない」なども多くなっている。 



18 

 

◆交際している人はいるか 

（「以前、結婚していた」「未婚」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.0% 69.9% 12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

・いずれの年代も「いない」とする回答が多く 70％前後を占めている。 

8.7%

23.3%

19.7%

11.9%

21.1%

20.2%

14.7%

69.6%

65.8%

70.4%

76.3%

68.4%

67.4%

72.5%

21.7%

11.0%

9.9%

11.9%

10.5%

12.4%

12.8%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

無回答

いる いない 無回答



19 

 

◆交際相手と出会うために行っていること。また、今後行いたいことは 

（「交際されている方はいない」と回答した方） 

【現在行っていること】（最大３項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

  

10.3

5.7

1.7

0.9

0.6

2.6

2.0

6.3

3.7

71.7

24.9

2.3

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

友人に紹介してもらう

職場の同僚や先輩に紹介してもらう

親や親戚に紹介してもらう

お見合いをする

民間の結婚支援事業や結婚相談所を利用する

地方自治体やＮＰＯ等の団体の結婚支援事業を利用する

合コンやパーティに行く

ネットの恋活・婚活サイトを利用する

趣味のサークル等に出かける

特に何もしていない

交際を望んでいない

その他

無回答

・どの年代も「特に何もしていない」が最も多いが、次いで「交際を望んでいない」とする回答が続いて

おり、若い世代では「友人に紹介してもらう」も比較的に多くなっている。 



20 

 

【今後行いたいこと】（最大３項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

  

13.4

7.7

2.6

1.7

6.0

6.0

6.9

13.4

13.4

31.4

18.6

4.3

24.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

友人に紹介してもらう

職場の同僚や先輩に紹介してもらう

親や親戚に紹介してもらう

お見合いをする

民間の結婚支援事業や結婚相談所を利用する

地方自治体やＮＰＯ等の団体の結婚支援事業を利用する

合コンやパーティに行く

ネットの恋活・婚活サイトを利用する

趣味のサークル等に出かける

特に何もしていない

交際を望んでいない

その他

無回答

・19歳以下では「友人に紹介してもらう」が 43.8％を占めて最も多いが、他の年代では「特に何もして

いない（しない）」や「交際を望んでいない」が多くなっている。 



21 

 

◆理想とする子どもの数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.6% 45.0% 16.5%

1.3%

4.5% 24.2%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 5人以上 いなくてもよい 無回答

・どの年代も「２人」とする回答が多いが、「いなくてもよい」が 20～30％を占めている。 

4.3%

10.1%

5.3%

7.7%

6.6%

5.6%

6.4%

52.2%

51.9%

43.6%

41.8%

45.3%

45.2%

43.3%

8.7%

12.7%

19.1%

23.1%

14.2%

15.1%

17.1%

4.3%

1.1%

1.1%

0.9%

0.8%

2.1%

5.1%

3.2%

3.3%

5.7%

4.8%

5.3%

30.4%

19.0%

24.5%

23.1%

27.4%

24.6%

23.5%

1.3%

3.2%

4.0%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

1人 2人 3人 4人 5人以上 いなくてもよい 無回答



22 

 

◆実際に持てると思う子どもの数 

（理想の子どもの数を「１人」「２人」「３人」「４人」「５人以上」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.2% 33.3% 7.3%

0.8%

24.9% 8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 5人以上 未定 無回答

・どの年代も、理想とする子どもの数での回答に比べて「１人」とする割合が多くなっている。 

6.3%

19.0%

33.8%

28.6%

33.8%

22.2%

21.6%

56.3%

46.0%

29.4%

34.3%

23.4%

26.7%

36.0%

6.3%

6.3%

11.8%

8.6%

3.9%

6.7%

7.2%

1.3%

1.1%

1.4%

31.3%

20.6%

19.1%

24.3%

26.0%

33.3%

23.0%

7.9%

5.9%

4.3%

11.7%

10.0%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

1人 2人 3人 4人 5人以上 未定 無回答



23 

 

◆現在の子どもの数 

（理想の子どもの数を「１人」「２人」「３人」「４人」「５人以上」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.4% 9.6%

2.7%
1.0%

66.2% 12.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 5人以上 子どもはいない 無回答

・どの年代も「子どもはいない」が最も多くなっている。 



24 

 

◆「理想の子どもの数」と、「実際にもてる子どもの数」に違いがある理由は（あてはまるもの全て回答） 

（理想の子どもの数を「１人」「２人」「３人」「４人」「５人以上」と回答した方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

・どの年代も「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が多いが、35 歳以上では「年齢が高いため」

の割合も多くなっている。 



25 

 

◆第 1子の誕生により親となった年齢の理想と実際 

（子どもがいる方） 

【理想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実際】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

3.5%

34.5% 49.6% 8.8%

0.9%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答

4.4%

35.4% 28.3% 9.7% 8.8%

0.9% 0.9%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答

・理想は 29歳までとする割合が多いが、実際は 30歳以上の方では 30歳を過ぎてから親になる割合が多

い。 

11.5%

3.0%

20.0%

30.8%

47.0%

60.0%

25.0%

36.4%

19.2%

28.8%

25.0%

27.3%

15.4%

4.5%

25.0%

27.3%

15.4%

3.0%
1.5%

1.5%

100.0%

20.0%

25.0%

9.1%

7.7%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 無回答



26 

 

◆親となった年齢の理想と実際に違いがある理由は（あてはまるもの全て回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2

8.0

0.9

3.5

0.9

0.9

0.9

0.9

3.5

0.0

0.9

3.5

6.2

18.6

16.8

40.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

収入が不安定だから

正規雇用でない（派遣・嘱託・契約社員）ため、将来の雇用に不安があるから

自分の仕事に差し支えるから

家事・育児の協力者がいないから

保育所などの預け先がないから

家が狭いから

子どもをのびのび育てる社会環境でないから

健康上の理由から

育児の心理的、肉体的な負担に耐えられないから

パートナーや親が望むから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

好きな人の子どもをもちたいから

特に根拠はなく、なんとなく

その他

無回答

・30歳以上では「特に根拠はなく、なんとなく」「その他」が多いが、30～34歳では「収入が不安定だか

ら」とする割合も多い。 

20.0%

7.7%

6.1%

20.0%

25.0%

9.1%

7.7%

6.1%

3.8%

20.0%

9.1%

7.7%

1.5%

3.8%

20.0% 20.0%

3.8%

4.5%

1.5%

9.1%

4.5%

20.0%

9.1%

3.8%

6.1%

50.0%

18.2%

23.1%

16.7%

40.0%

50.0%

27.3%

15.4%

12.1%

100.0%

20.0%

36.4%

46.2%

42.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0% 200.0%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

子育てや教育にお金がかかりすぎるから 収入が不安定だから

正規雇用でない（派遣・嘱託・契約社員）ため、将来の雇用に不安があるから 自分の仕事に差し支えるから

家事・育児の協力者がいないから 保育所などの預け先がないから

家が狭いから 子どもをのびのび育てる社会環境でないから

健康上の理由から 育児の心理的、肉体的な負担に耐えられないから

パートナーや親が望むから 自分や夫婦の生活を大切にしたいから

好きな人の子どもをもちたいから 特に根拠はなく、なんとなく

その他 無回答



27 

 

◆結婚しやすい、したいと思える環境づくりに効果的な支援は（あてはまるもの全て回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

30.6

45.7

45.1

31.7

10.5

36.1

28.3

32.0

41.6

8.8

9.1

4.0

3.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

男女の出会いの場の提供

夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実

安定した雇用機会の提供

結婚した方が有利となるような税制や社会保障

結婚に関する相談体制

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援

安定した住居・住宅の供給

女性が働きやすい環境づくり

長時間労働の是正、有給休暇の消化促進など、自由な時間の確保

結婚及び結婚後に関する各種情報の提供（冊子の配布等の啓発事業）

結婚は個人の問題であるため、支援は必要ない

その他

無回答

・どの年代も支援策は多様にあげられているが、若い年代では「結婚や住宅に対する資金貸与や補助支

援」が比較的に多くなっている。 



28 

 

◆子育てしやすい環境づくりに必要だと思う支援は（最大３項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

23.6

31.3

28.4

27.2

20.7

35.9

36.2

14.0

38.0

17.3

18.8

2.8

3.1

2.1

3.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

子育てを地域で見守るコミュニティの充実

子育てに関する相談、サポート体制の充実

家族からの協力

育児休暇制度の充実（期間の延長など）

男性の育児休暇取得の推奨

子どもの人数に応じた経済的な支援

保育所などの預け先の施設の充実

企業による育休明けの働き方に関する支援

子育てがしやすい税制や社会保障

育児や住宅に対する資金貸与や補助支援

長時間労働の是正、有給休暇の取得促進など、育児時間の確保

育児に関するセミナーなどの開催

支援は必要ない

その他

無回答

・どの年代も支援策は多様にあげられており、「子育てがしやすい税制や社会保障」などが比較的に多く

あげられている。 
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◆出産しやすい環境づくりに必要だと思う支援は（あてはまるもの全て回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.8

20.2

41.4

54.7

70.0

18.0

40.2

2.8

1.8

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

産休・育休制度の充実

妊娠に関する相談

妊娠に関する医療サポート

産科医院等の施設の充実

妊娠・出産時の経済的負担の軽減

出産に関する地域のサポート

産後のケアに関する各種支援

今の出産環境で十分

その他

無回答

・どの年代も「妊娠・出産時の経済的負担の軽減」が最も多くなっているが、20 歳代では「産休・育休

制度の充実」が、30歳代以上では「産科医院等の施設の充実」の割合が比較的に多くなっている。 
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③仕事のあり方について 
◆出産した後の就労状況 

（子どもがいる方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.9% 29.2% 10.6%

0.9%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事に就いた（正社員） 仕事に就いた（正社員よりも短い時間勤務）

仕事に就かなかった 仕事をしたかったが仕事に就けなかった

無回答

・どの年代も「仕事に就いた（正社員）」が多く、次いで「仕事に就いた（正社員よりも短い時間勤務）」

が続いている。 

60.0%

50.0%

54.5%

57.7%

54.5%

20.0%

25.0%

36.4%

19.2%

33.3%

19.2%

10.6%

3.8%

100.0%

20.0%

25.0%

9.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

仕事に就いた（正社員） 仕事に就いた（正社員よりも短い時間勤務）

仕事に就かなかった 仕事をしたかったが仕事に就けなかった

無回答
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◆出産後の仕事の希望 

（子どもがいる方または子どもが欲しい方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・どの年代も無回答が多いが、回答の中では「仕事に就いた（正社員）」や「仕事に就いた（正社員より

も短い時間勤務）」が同程度の割合となっている。 
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◆職場に求める出産・子育て支援の制度や取組みは（最大３項目まで回答） 

（子どもがいる方または子どもが欲しい方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

  

35.9

25.9

35.6

12.4

13.4

10.2

3.8

2.1

3.5

0.4

4.1

45.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

妊娠・出産のための特別休暇（妊娠中

の休暇、育児休暇、不妊治療休暇など）

時短勤務の長期取得

職場の理解（日常的な業務の引継ぎのしやすさなど）

復職制度

職場からの育児休暇取得のすすめ

社内託児所

ベビーシッター

育児休暇からの復帰のための研修

社内の妊娠・出産経験のある人との交流の場

その他

特にない

無回答

・どの年代も多様な回答があげられているが、若い年代では「妊娠・出産のための特別休暇（妊娠中の休

暇、育児休暇、不妊治療休暇など）」や「時短勤務の長期取得」が比較的に多くあげられている。 
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◆出産・子育て支援の制度や取組みの利用状況（あてはまるもの全て回答） 

（現在働いている方または働いたことのある方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

44.7

25.3

26.0

19.9

13.3

3.3

0.8

2.3

2.7

0.6

20.1

12.3

14.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

妊娠・出産のための特別休暇（妊娠中

の休暇、育児休暇、不妊治療休暇など）

時短勤務の長期取得

職場の理解（日常的な業務の引継ぎのしやすさなど）

復職制度

職場からの育児休暇取得のすすめ

社内託児所

ベビーシッター

育児休暇からの復帰のための研修

社内の妊娠・出産経験のある人との交流の場

その他

特にない

わからない・働いたことがない

無回答

・どの年代も「妊娠・出産のための特別休暇（妊娠中の休暇、育児休暇、不妊治療休暇など）」が最も多

く、次いで「時短勤務の長期取得」が「職場の理解（日常的な業務の引継ぎのしやすさなど）」が比較

的に多くあげられている。 
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④栗原市の施策について 
◆今後栗原市がどのようなまちになってほしいか（あてはまるもの全て回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

・どの年代も「人にやさしい保健・医療・福祉の充実した健康・福祉のまち」が最も多く、次いで「子育

て環境や子どもの保育・教育環境が充実した子育て・教育のまち」や「快適で安全・安心な住環境の

整備を優先する快適住環境のまち」が比較的に多くあげられている。 
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第３次栗原市総合計画策定に関する 

 

 若者意識調査 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月 

栗 原 市 
  

資料1-3
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（１）目的 
令和９年度から令和 1８年度までの１０年間を計画期間としている「第３次栗原市総合計画」の策定に

あたり、栗原市の未来を担う若い世代を対象に、自身の進路希望や将来の暮らし方への想い、栗原市のま
ちづくりに対して望むことなどについてご意見を伺い、基礎資料として活用するために実施したもの。 

 

（２）調査対象 
栗原市在住の１６歳から１８歳までの全市民１，４５４人 

 

（３）調査方法 

郵送による配布・回収、及びインターネットによる回答の併用 

 

（４）実施時期 
配布 令和７年９月 12 日 
回収 令和 7 年９月 30 日 

 

（５）回収件数及び回収率 
回収件数 477 件（うち紙面による回収件数 229 件、インターネットによる回収件数 248 件） 
回収率 32.8％ 
 

（６）調査結果 

グラフの構成比の端数処理については四捨五入の関係から合計が 100.0％にならない場合があります。 

①回答者の属性（性別・居住地・職業・通学通勤先）            Ｐ２ 

②（高校生の方）今後の進路について                  Ｐ３ 

③暮らしやすさ・印象について                     Ｐ９ 

④今後のまちづくりに向けて                      Ｐ13 
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①回答者の属性（性別・居住地・職業・通学通勤先） 
◆性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆通学・通勤先 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.0% 50.3% 1.3%

1.0%
0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない その他 無回答

22.4% 16.1% 17.4% 4.8% 8.8% 6.3%

2.9%
10.5%

9.9%

0.4%
0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

築館 若柳 栗駒 高清水 一迫 瀬峰 鶯沢 金成 志波姫 花山 無回答

50.3% 14.5% 7.3% 11.9% 6.5% 7.8%

1.5%
0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栗原市内 大崎市 登米市 仙台市 一関市 その他 通勤・通学していない 無回答

11.3% 32.1% 37.3% 11.5% 5.7%
2.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高校1年生 高校2年生 高校3年生

学生（大学、専門学校等） 働いている その他

無回答



3 

 

②（高校生の方）今後の進路について 
◆高校卒業後の進路希望は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.3%

12.2% 28.3% 10.7% 23.5% 5.0%

2.5% 16.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
市内で進学 市内で就職 県内（栗原市以外）で進学

県内（栗原市以外）で就職 県外で進学 県外で就職

その他 無回答

・全体では、県内で進学が 28.3％と最も多くなっており、次いで「県外で進学」が 23.5％となっている。 

・高校生は市内での進学・就職は 1～15％台と少なく、県内（栗原市以外）での進学が高 1で 38.9％・高

2で 34.0％・高 3で 34.3％、県外での進学が高 1で 24.1％・高 2で 30.1％・高 3で 29.2％と市外志

向が強い傾向にある。 
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◆市内で進学・就職を選んだ理由は（最大 3 項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.8

10.9

64.1

17.2

4.7

14.1

0.0

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

希望している進学・就職先が市内にある

経済的な事情

実家から通勤・通学したい

栗原市に愛着がある

友人が市内に残る

親・兄弟姉妹の近くに住みたい

その他

無回答

・市内で進学・就職を選択する理由は、「実家から通勤・通学したい」が 64.1％と最も多くなっており、

次いで「希望している進学・就職先が市内にある」が 57.8％となっている。 

・高校生は「実家から通勤・通学したい」が高 1で 50.0％・高 2で 72.0％・高 3で 58.6％と最も高く、

次いで「希望する進学・就職先が市内」（高 1で 33.3％・高 2で 56.0％・高 3で 69.0％）が多い一方、

大学生等は市内希望理由が 100.0％に集中し、働いている層では「実家から通勤したい」が 66.7％と

最多である。 
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◆市外で進学・就職を選んだ理由は（最大 3 項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.8

25.8

10.6

9.9

14.0

1.9

3.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

希望している進学・就職先が市外にある

一人暮らしをしてみたい

住んでみたい地域がある

栗原市を離れたい

都会暮らしに憧れがある

地元の人間関係に不満がある

その他

無回答

・市外で進学・就職を選択した理由は、「希望している進学・就職先が市外にある」が 79.8％と最も多く

なっている。 

・高校生はいずれの学年も「希望している進学・就職先が市外にある」が最多で高 1 は 63.4％、高 2 は

76.2％、高 3 は 89.0％と学年が上がるほど突出して高く、次いで「一人暮らしをしてみたい」が高 1

で 26.8％・高 2 で 31.7％・高 3 で 21.4％、「住んでみたい地域がある」が高 1 で 17.1％・高 2 で

10.3％・高 3で 8.3％と続き、大学生等でも市外希望理由の 75.0％が「希望先が市外」である一方で、

働いている層は該当回答がほぼない。 
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◆進学先を卒業後に希望する就職先の地域（最大２項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.9

2.8

0.8

32.0

1.2

2.0

9.5

21.3

4.3

0.0

25.7

11.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

栗原市内

大崎市

登米市

仙台市

一関市

その他県内

宮城県以外の東北

東京圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）

1～8以外の道府県

海外

特にこだわらない

無回答

・進学先を卒業後に希望する就職先の地域は、仙台市、東京圏の順で多くなっており、この 2 つで約半

数を示す結果となっている。 

・高校生は、仙台市への希望がどの年代でも最も多く高 1で 50.0％・高 2で 25.5％・高 3で 33.0％と最

も多く、次いで東京圏（高 1 で 23.5％・高 2 で 20.6％・高 3 で 20.9％）となっている。栗原市内希

望は高 1で 8.8％・高 2で 12.7％・高 3で 12.2％と 1割前後にとどまり、大学生等は仙台市 50.0％・

東京圏 50.0％に二分され、進学後の若者は県内中核都市や首都圏志向が強く、地元就職志向は限定的

である。 
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◆将来つきたい仕事は（最大３項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0

0.2

4.4

7.1

0.8

0.8

9.0

2.3

6.9

3.4

5.0

8.2

8.0

11.7

14.9

4.8

21.4

1.3

10.7

12.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

農業、林業、漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

不動産業、物品賃貸業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

サービス業

公務

複合サービス事業

その他

無回答

・高校生は高 1で公務が 22.2％、生活関連サービス業、娯楽業が 16.7％、教育・学習支援業が 14.8％、

高 2では公務が 22.9％、医療・福祉が 20.9％、教育・学習支援業が 14.4％、高 3では公務が 27.0％、

医療・福祉が 15.7％、教育・学習支援業が 12.4％と多くなっている。大学生等では公務や情報通信業

が多くなっている。どの世代も公務や教育・学習支援業、医療・福祉への志向が強くなっている。 
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◆その仕事を選んだ理由は（あてはまるもの全て回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.4

30.2

25.8

21.8

1.5

4.2

3.6

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

好きなこと、興味のあることに関われるから

自分の経験や能力が生かせると思うから

社会貢献ができると思うから

収入面が期待できるから

家業を継ぎたいから

家族が勧めるから

その他

無回答

・高校生はいずれの学年も「好きなこと・興味のあることに関われるから」が最多で、高 1 は 70.4％、

高 2 は 77.1％、高 3 は 77.5％と強い傾向を示し、次いで「自分の経験や能力が生かせる」が高 1 で

16.7％・高 2で 26.1％・高 3で 46.1％、「社会貢献ができると思う」が高 1で 11.1％・高 2で 28.1％・

高 3で 37.1％と増加する一方、大学生等は「好きなこと」25.5％と高校生と比較すると低くなってい

る。 
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③暮らしやすさ・印象について 
◆栗原市にどの程度愛着を感じているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.0% 41.3% 18.7% 8.6% 5.2%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛着を感じている 愛着をやや感じている どちらともいえない

愛着をあまり感じていない 愛着を感じていない 無回答

・高校生はいずれも「愛着をやや感じている」が最多で高 1は 40.7％・高 2は 41.2％・高 3は 43.3％を

占め、「愛着を感じている」も高 1 で 24.1％・高 2 で 27.5％・高 3 で 26.4％と一定割合みられる一

方、大学生等は「どちらともいえない」が 32.7％で最も多く、働いている層では「愛着をやや感じて

いる」が 40.7％、「どちらともいえない」が 25.9％、「愛着を感じていない」が 11.1％となり、若年層

は学年が上がるほど愛着度合いがやや減少し、中立傾向が強まる構造がみられる。 
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◆将来栗原市に住みたいと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.7% 44.0% 32.1% 8.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みたい できれば住みたい できれば住みたくない 住みたくない 無回答

・高校生は「住みたい」と回答した割合が高 1 で 14.8％・高 2 で 16.3％・高 3 で 12.9％にとどまる一

方、「できれば住みたい」は高 1 で 38.9％・高 2 で 47.7％・高 3 で 42.7％と最も多く、「できれば住

みたくない」は高 1 で 31.5％・高 2 で 28.8％・高 3 で 34.3％と 3 割前後を占め、大学生等では「で

きれば住みたくない」が 41.8％で最多となり、働いている層では「できれば住みたい」が 63.0％と突

出するなど、“積極的移住志向は強くないが条件次第で居住意向が左右される層”が中心である。 
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◆住みたいと思う理由は（最大２項目まで回答） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.2

34.3

12.5

8.2

43.9

35.4

0.7

0.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

栗原市が好きだから

栗原市は暮らしやすいから

栗原市や近くの地域で働きたいから

栗原市のために何かしたいから

栗原市とその周辺に住み慣れているから

栗原市に家族または友人が住んでいるから

その他

無回答

・高校生は「栗原市が好きだから」が高 1で 13.8％・高 2で 23.5％・高 3で 32.3％と学年が上がるほど

増加し、「栗原市は暮らしやすいから」も高 1で 34.5％・高 2で 38.8％・高 3で 31.3％と安定して高

く、加えて「栗原市とその周辺に住み慣れているから」が高 1で 27.6％・高 2で 49.0％・高 3で 40.4％

と多くを占め、大学生等では同理由が 46.4％で最多となり、働いている層では「家族または友人が住

んでいるから」が 47.6％と突出するなど、若者の居住意向は“愛着・住み慣れ・暮らしやすさ”が主

であり、就労層は家族・人的つながりを重視する傾向が鮮明である。 
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◆住みたくないと思う理由は（最大２項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.3

56.0

51.8

15.0

3.6

11.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

都会に住みたいから

市外の方が進学先や就職先の選択肢が多いから

市外の方が買い物したい店や遊ぶ場所が多いから

親元を離れて自立して生活したいから

同世代の若者が少ないから

その他

無回答

・高校生はいずれも「市外の方が進学先や就職先の選択肢が多い」が最多で高 1で 73.9％・高 2で 52.7％・

高 3で 54.5％を占め、次いで「市外の方が買い物したい店や遊ぶ場所が多い」が高 1で 43.5％・高 2

で 41.8％・高 3 で 62.3％と高く、大学生等でも同様に 66.7％・55.6％と市外選択肢の豊富さが主因

となる一方、「都会に住みたい」は高 1で 13.0％・高 2で 23.6％・高 3で 26.0％と学年とともに増加

し、働いている層では「市外の方が買い物や遊ぶ場所が多い」50.0％となっており、“市外への魅力＝

選択肢の広さ・楽しめる場所の多さ”という構造が明確である。 
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④今後のまちづくり向けて 

◆今後どのようなまちになることを望むか（あてはまるものすべて回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・高校生は、高 1では子育て・教育のまち→健康・福祉のまち→働く場が充実したまち、高 2は健康・福

祉のまち→快適住環境のまち→子育て・教育のまち、高 3 は子育て・教育のまち→健康・福祉のまち

→快適住環境のまちの順番で多くなっている。大学生等は、子育て・教育のまち→都市圏との行き来

ができるまち→健康・福祉のまちの順に多くなっており、働いている層は快適住環境のまち／健康・

福祉のまち→働く場が充実したまち／都市圏との行き来ができるまちの順に多くなっており、どの年

齢層も子育て・教育、健康・福祉、働く場といった生活基盤の基礎となる部分への希望が多い一方で、

年代が高くなると都市圏との行き来といった項目を重視する傾向にあり、生活基盤に加え、交通利便

の改善を求める傾向が明確である。 
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◆デジタル技術で重点的に進めるべきと思う施策は（最大２項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.5

26.4

39.2

36.5

16.6

14.0

23.1

3.8

10.5

2.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

行政手続き等の充実

キャッシュレス化の推進

使いやすい地域公共交通の実現

安心・安全な暮らしの実現

コミュニティサービスの充実

産業に対する次世代技術の活用支援

防災に強いまちづくりの実現

２次利用が可能な行政情報の公開

市民が情報を取得する機会や方法の充実

無回答

・高校生は、高 1は「安心・安全な暮らしの実現」で 31.5％、高 2・高 3は「使いやすい地域公共交通」

で 48.4％・37.6％と最も多くなっている。また、高 1は「行政手続きの充実」、高 2・高 3は「安心・

安全な暮らしの実現」が 2番目に多くなっており、高 1・高 3は「キャッシュレス化の推進」が 25.9％・

29.2％、高 2は「防災に強いまちづくりの実現」が 24.2％と 3番目に多くなっている。大学生等では

「使いやすい地域公共交通」が 38.2％と「キャッシュレス化の推進」／「安心・安全な暮らし」が 32.7％

と上位を占め、働いている層では「安心・安全な暮らし」が 48.1％、「使いやすい地域公共交通」が

37.0％となっており、年代にかかわらず“安全・安心の確保”と“デジタルによる移動の利便性向上”

が最も重視されている。 



15 

 

◆今後の栗原市を盛り上げるとしたら、どんな人と一緒に取り組みたいか 

（最大３項目まで回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.2

43.6

32.3

14.9

18.0

27.3

25.2

33.8

2.5

3.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

栗原を愛してやまない人

栗原市に関心がある人

地域の伝統や文化を大切に守り続ける人

国際感覚豊かな人

地域の農業を牽引する元気な人

地域の人が働ける場をつくる人

デジタルなどの新しい技術に詳しい人

人とのつながりが豊かでリーダーとなる人

その他

無回答

・高校生は「栗原市に関心がある人」（高 1：37.0％、高 2：45.1％、高 3：42.1％）や「デジタルなどの

新しい技術に詳しい人」（高 1：20.4％、高 2：25.5％、高 3：26.4％）、「人とのつながりが豊かでリー

ダーとなる人」（高 1：38.9％・高 2：37.3％・高 3：30.9％）が多く、大学生等も関心がある人で 40.0％・

リーダーとなる人で 29.1％、農業を牽引する人で 30.9％と上位を占め、働いている層では「栗原市に

関心がある人」が 51.9％で突出するなど、年代を問わず“地域に関心があり行動できる人”や“地域

の産業を新しい技術で支える人”、“人を巻き込めるリーダー的人材”との協働志向が強いことが特徴

である。 



 

第３次栗原市総合計画策定に係る事業報告 

 

まちづくり若者ワークショップ 全３回 実施 

 

１ 開催概要 

「第１回 ～くりはらの「いいね」さがし！～」 

開催日時：令和７年１１月１６日㈰ 午前 10 時～午後 0 時 

開催場所：市役所 205・206 会議室 

参 加 者：市内高校生１０名、 

ファシリテーター（ランドブレイン㈱）２名、企画部職員３名 

２ 開催内容 

 

⑴説明 

①栗原市総合計画について 

②まちの状況について 

③若者アンケート速報値について 

④本日のワークの進め方 

 

 

⑵ワークショップ 

①メンバー自己紹介 

②ワーク１（まちのおすすめスポット、自慢、よくないところ） 

・２つのグループに分かれ、栗原市

について良いところや問題点な

どを付箋紙に書き、模造紙に貼

り出しながら話し合いを行いま

した。 

 

 

・「同じ」「似ている」付箋どうしを

貼り直し、グループ化し、意見を

集約化しました。 

 

※KJ 法：類似する意見をグループ化し

ながら、一つの方向性を導き出す手法。 

 

 

第３回栗原市総合計画審議会 

令和７年１１月２６日（水） 

資料２ 



 

③ワーク２（より良いまちとなっていくためのアイデア） 

・ワーク前半で整理した栗原市の良

い点・悪い点を踏まえ、まちの将来

を考えた時に、今後どのような課題

に取り組むべきか検討しました。 

 

 

 

 

 

④ワークの成果発表 

・ワーキングで整理された栗原市の

良い点・悪い点などを各グループの

代表者より、発表してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後予定 

第 2 回 令和７年１２月 ７日㈰ ～未来のくりはらは、どんなまち～ 

第３回 令和７年１２月２１日㈰ ～意見提案をまとめよう～ 


